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オープンデータを活用した
地域防災活動の実践
- eコミ流山 -



地域防災の目指すところ
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災害時に各者が協力して
対応できる体制づくり
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地域防災実践の流れ

問題の発見

対策の検討

専門知・経験知・
地域知が統合された
防災協働社会の構築

対策の検証
現状の防災体制
の見直し

対応シナリオ
行動プラン作成

シナリオの確認
体制作りの協力

地域社会の課題を
インタビューで確認

起こりうる
災害を知る

訓練の実施

訓練の実施

・・・マップやドラマを使ったコミュニケーション



来年度は、
●各グループで実際に活動に取り組むことが目標

「災害に強い地域づくり事業」の流れ

 対象：市内の地域コミュニティ

 内容：地域コミュニティ自ら災害対策を検討するためのステップ
を学ぶ
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問題の発見

対策の検討

●地域にどんなことが起きるのか？
●現状の備えの問題点は？
●活動の達成目標は？

●どんな関係者がいるか？
●災害時に誰がどう行動するか？
●関係者と協力できる体制は？

対策案の作成

地域防災のステップ（学ぶ内容）

協力関係構築 訓練
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日付 内容

１ 5/25
ｅコミの使い方、地域防災活動について
学ぶ。

２ 7/15 自然災害とそれによる被害を見積もる。

３ 9/21 対応すべき課題を抽出する。

４
11月
（予定）

社会資源を活用した解決を検討する。

５
H26年1月
（予定）

調整中

６
H26年3月
（予定）

調整中

「災害に強い地域づくり事業」スケジュール



ｅコミュニティ・プラットフォーム(ｅコミ)とは？
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＜特徴＞
• インターネットからアクセスし
て利用

• eコミマップやブログ(日記)な
どが使える

• 公開・非公開の設定ができる
• 地理空間情報のオープン
データを取得・活用できる

• 地図の印刷が可能

eコミグループウェア

eコミマップ

• 防災科学技術研究所が開発
している、オープンデータを活
用しつつ、オープンガバメント、
地域協働、地域防災を支援す
るための情報ツール

• ツール自体はオープンソース
で無償公開

eコミ流山は防災科研実証実験ｻｰﾊﾞで運用中



流山市のハザードマップをオープンデータ化
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地理空間情報分野の国際標準
のオープンデータ形式で公開

eコミ流山

実証実験地図
配信サーバ

地震ハザードマップ

洪水ハザードマップ

浸水ハザードマップ

※オープンデータトライアルのデータも対応予定

国際標準規格で
オープンデータ流通

防災マップを
作成

印刷して活用



eコミ流山：参加グループが利用するサイト

9

http://ecom-plat.jp/nagareyama/

↓ 町内会、自治会等
参加者グループページ例



ｅコミ流山の構成
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トップページ

●●自治会 ▲▲協議会 ■■地域団体

●自治会の活動が住民の皆さんが分かるように
●地域の情報を活用・発信できるように



第１回ワークショップの様子
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